



















































































































































































































































































































































































































命令(469行）に対する状況報告において, SOLVER STATUS （解法プログ
ラムの状態）がNORMAL ＣＯＭＰＬＥＴｪＯＮ（正常終了）となっており, MODEL
ＳＴＡＴＵＳ（モデルの状態）がＯＰＴｪMAL (最適解を見付けて終了）となってい
ることを確認することが重要である。
　ＬＯＯＰ文の１巡目BASE (べンチマーク均衡）は，パラメータ一にベンチ
　　　　　　　　　　　　　　　ー217－
表４　カラブレイトされたパラメーター値(age 4）
－218－
マーク値を与えた場合の均衡値の計算，すなわち再現テストである。表５
にまとめた出力ファイルの結果を見ると，再現テストに合格していること
が分かり，モデルの定式化に成功したと判断される。２巡目ＨＹＰＯ（仮設
均衡）は，政府需要が20％増加する場合の均衡を求める。仮設均衡の均
衡値も表５にまとめた。入力ファイル465-530行の495-528行で求めた
仮設均衡の社会勘定行列は表６に示されている。
　　　　　　　　　　　　　　　－219－
－220－
－221－
－222－
－223－
― 224 －
－225－
－226－
－227－
